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　阿寒摩周国立公園摩周
屈斜路パークボランティ
ア連絡会会長の金井秀明
さんが、令和４年度の自然
公園関係功労者環境大臣
表彰を受賞しました。伝達
式は２月９日、町公民館講

堂で行われ、同公園管理事務所の和田光央管理官から、金井さ
んに表彰状が手渡されました。
　金井さんは、平成18年からパークボランティアとして活動。
自然解説などの指導や、カワユエンレイソウの保護、外来植物
の駆除など、同公園の保護や自然保護思想の普及啓発に尽力
された業績が認められ、今回の表彰となったものです。

表
彰
状
を
手
に

パークボランティアとして自然保護に尽力

金井さんに自然公園関係功労者環境大臣表彰

　第32回日専連全国児童版画
コンクール（協同組合連合会日
専連主催）で、川湯小学校（上中
義人校長）から出品した児童が
入賞しました。
　入賞したのは、６年生の杉山
小夏さん。コンクールは全国の
小学生を対象に毎年行われて

いて、今年は515校から３万17点の応募がありました。杉山さ
んは「思い出に残った場所と自分」をテーマに、学芸会の思い
出として太鼓と自分を描いた作品を制作し、見事銅賞を受賞
しました。杉山さんは「入賞できてうれしい。太鼓に反射する
光の表現と、背景を頑張った」と話していました。

全国コンクールで銅賞受賞

日専連版画コンクールで川小児童が快挙
入
賞
作
品
を
手
に

  　村井建設㈱（村井
順一代表取締役）の
皆さんが、３月３日、
川湯温泉街を流れる
湯川排水路と、その
周辺の河川敷の清掃
を行いました。
　川湯温泉の自然を
きれいにしたいとい
う思いから、地域貢
献活動として実施さ

れたもので、17人が参加。皆さんは火ばさみとゴミ袋を手
に、雪の残る中丁寧にゴミを拾い集めました。

川
の
中
を
歩
き
丁
寧
に
清
掃

地域の役に立ちたい

村井建設㈱の皆さんが地域貢献

　北海道が主催する「第₃7
回全道中学生の税をテーマ
としたポスター募集」に作
品を応募した川湯中学校

（藤田崇充校長）３年生の小
坂璃音さんが、北海道教育

委員会教育長賞に入選しました。伝達式は２月22日、同校で
行われ、釧路総合振興局瀬戸辰也課税課長から表彰状が手
渡されました。同募集は、暮らしの中で生かされている「税」
について関心を持ち、理解を深めてもらうために毎年行わ
れています。今年度は、全道100校から2,481点の応募があり
ました。小坂さんは「道税で未来を造る守る生きる」と題し、
北海道の美しい景色などを描き、同賞を受賞しました。
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税をテーマとしたポスターを作成

小坂さんが道教育委員会教育長賞│川湯中

２月９日

３月３日 ２月22日

令和４年度玉川大学
との共同研究成果報告
会が２月９日、町公民館
講堂で行われ、吉備津副
町長、岩原教育長ら、関

係者など約₃₀人が参加しました。
　町は平成21年度から玉川大学との共同研究を開始。平成27
年度からは包括連携協定を締結し、相互協力の下で毎年調査
を実施しています。今年度は３年ぶりに対面形式で報告会が
実施され、11人が発表を行いました。参加者は町の天然記念
物マリゴケの分布環境や、屈斜路湖に生息するウチダザリガ
ニの駆除効率の研究などについての報告に、熱心に耳を傾け
ていました。

研
究
の
成
果
を
発
表

森や川での研究成果を報告

玉川大学との共同研究成果報告会

２月９日

冬ならではの楽しみを
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森のスノーパーク

　
て
し
か
が
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
（
会

長
・
德
永
町
長
）で
は
、冬
な
ら
で
は
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ア
ー
ト
部
会（
今
井
善
昭
部
会
長
）は
、

「
極
寒
芸
術
祭
」
を
２
月
２
日
か
ら
３
月

３
日
ま
で
開
催
。野
外
美
術
館
で
の
世
界

各
国
の
現
代
ア
ー
ト
作
家
に
よ
る
作
品

展
示
の
ほ
か
、ア
ー
ト
イ
ン
極
寒
芸
術
伝

染
装
置
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
に
て
26
日
ま
で

の
間
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
演
劇
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
取

り
組
み
に
合
わ
せ
、１
月
17
日
と
２
月
15

日
に
は
、
認
定
こ
ど
も
園
ま
し
ゅ
う（
鈴

木
幸
榮
園
長
）で
ぞ
う
組
の
園
児
を
対
象

に
芸
術
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。

１
月
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
日
笠
保
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
親
子
で
作
品
を
制
作
し
、
２
月

は
弟
子
屈
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
渡
邉

明
子
会
長
）と
の
共
同
事
業
で
、
卒
園
記

念
制
作
と
し
て
園
児
が
素
焼
き
の
カ
ッ

プ
に
絵
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、２
月
25
日
に
は
、エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
部
会(

藤
原
仁
部
会
長)

が
「
森

の
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
」
を
川
湯
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
周
辺
で
開
催
。歩
く
ス
キ
ー

体
験
や
テ
ィ
ピ
ー
テ
ン
ト
で
の
た
き

火
、ホ
ー
ス
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
、冬
な

ら
で
は
の
多
彩
な
ア
ク
テ
ビ
テ

ィ
を
実
施
。ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

や
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド
に
よ
る

ス
ラ
イ
ド
ト
ー
ク
な
ど
も
行
わ

れ
、
地
元
の
皆
さ
ん
や
観
光
客

の
皆
さ
ん
で
会
場
が
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

見守られながら楽しく絵付け

野外美術館には多くの作品が

　
弟
子
屈
中
学
校（
成
瀬
剛
慈
校
長
）

で
、２
月
16
日
、道
徳
と
家
庭
科
の
合

同
授
業「
イ
モ
団
子
教
室
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。地
域
で
昔
か
ら
食
べ
て

き
た
イ
モ
団
子
の
伝
統
の
味
や
作
り

方
を
学
ぶ
こ
と
と
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
の
交
流
を
目
的
と
し
、
同
校
で
は

今
回
初
め
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　
当
日
は
、
町
に
長
く
住
む
金
子
ひ

で
子
さ
ん
、
深
谷
惠
美
子
さ
ん
、
千

代
陽
子
さ
ん
、
辻
八
重
子
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
、
て
し
か
が
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会

（
会
長
・
德
永
町
長
）食
文
化
部
会
の
木
名

瀬
部
会
長
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
嶋
さ

ん
ら
も
お
手
伝
い
に
参
加
し
、
同
校
の
１

年
生
25
人
が
イ
モ
団
子
の
作
り
方
や
町
に

お
け
る
歴
史
的
背
景
を
学
び
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
６
つ
の
班
に
分
か
れ
、
講

師
の
皆
さ
ん
に
作
り
方
や
コ
ツ
を
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
、
ど
の
作
業
も
楽
し
そ
う

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
町
支
え
合
い
推
進
員
の
藤
原
直
美
さ
ん

は
、当
町
出
身
の
詩
人
・
更
科
源
蔵
の
著
書

を
紹
介
し
、
当
時
か
ら
イ
モ
団
子
が
食
べ

ら
れ
て
い
た
歴
史
や
食
べ
方
な
ど
を
説

明
。生
徒
た
ち
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

　
完
成
し
た
イ
モ
団
子
を
食
べ
た
後
の
活

動
の
振
り
返
り
で
は
、
生
徒
た
ち
か
ら

「
今
ま
で
食
べ
て
き
た
イ
モ
団
子
の
歴
史

や
作
り
方
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
学
べ
て

よ
か
っ
た
」「
自
分
た
ち
も
こ
の
味
を
下
の

世
代
に
引
き
継
ぎ
た
い
」
な
ど
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

地域の伝えたい味を学ぶ
イモ団子教室│弟子屈中学校

楽しく取り組みました

完成までもう少し

雪の中を進むホーストレッキング

OGGさんによる演劇パフォーマンス

アカエゾマツの森の散策

ジャガイモの厚さを確認

30広報てしかが 2023.4

町の話題

CloseUp Topics


